


開催にあたって

町田市立自由民権資料館

“お殿さま”と言えば、石高１万石以上を与えられていた大名を想像するかもしれません。し

かし石高１万石未満の徳川将軍家直属の家臣で、将軍への御目見を許され、知行所（領地）を

与えられていた旗本も、知行所の人びと（領民）にとっては“お殿さま”でした。

関東地方には旗本の知行所が多く、細分化して配置されていました。江戸時代を通じて、町

田市域にあった村むらを知行所とした旗本は37家もあり、ひとつの村に複数の知行所がある場

合も、めずらしくありませんでした。

旗本は、江戸に居住して幕府の役人として職務に従事するとともに、都市生活者として消費

生活を送りました。知行所の人びとは、領主の職務を補佐したり、生産手段を持たない彼らを

支えるため、さまざまな要求に応ぜざるを得ませんでした。しかし知行所では、こうした負担

を重ねることによって生まれた領主との関係を利用し、自分たちの意見や要求をおこなうこと

もありました。こうした点は、領民と旗本が支配される側とする側という単純な関係では語れ

ない側面があったことを想定させます。

本展では、江戸時代の初めから明治初期にいたる260年余にわたる領民と領主との関係の移

り変わりの一端を、現在まで地域に残る貴重な史料から紹介します。



戦
国
時
代
の
小
田
原
北
条
氏
は
、
関
東
地
方
に
大
き
く
勢
力

を
の
ば
し
て
い
ま
し
た
。
町
田
市
域
は
、
主
に
八
王
子
に
城
を

構
え
た
北
条
氏
照
が
支
配
し
た
地
域
が
多
か
っ
た
た
め
、
氏
照

が
発
給
し
た
朱
印
状
が
数
点
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

小
田
原
北
条
氏
の
領
国
支
配
を
考
え
る
う
え
で
、
貴
重
な
史
料

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
田
原
北
条
氏
滅
亡
後
、
関
東
地
方
は
徳
川
氏
が
治
め
る
こ

と
に
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
、
市
域
の
多
く
が
幕
府
領
と
旗
本

領
に
な
り
ま
す
。
寛
永
四
（
一
六
二
七
）
年
、
市
域
に
徳
川
忠

長
（
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
弟
）
の
所
領
が
配
置
さ
れ
ま
す
が
、

ほ
ど
な
く
し
て
改
易
さ
れ
た
た
め
、
関
係
史
料
が
少
な
く
、
支

配
の
実
態
は
不
明
で
す
。

Ⅰ

小
田
原
北
条
氏
か
ら
徳
川
氏
へ

◆小山田弥三郎・弥一郎分の知行所書上

永禄２（1559）年（推定）

下小山田町・薄井家

北条氏康が作成を命じた「小田原衆所領役帳」の写し。町田市域の多く

は、小田原北条氏の他国衆である小山田兄弟の知行所でした。

し
ゅ
い
ん
じ
ょ
う



旗
本
に
は
、
幕
府
か
ら
給
与
を
支
給
さ
れ
る
蔵
米
取
と
、
領

地
を
与
え
ら
れ
る
知
行
取
が
い
ま
し
た
。
知
行
取
の
旗
本
は
、

作
柄
を
調
べ
て
年
貢
量
を
決
定
す
る
検
見
法
を
採
用
し
て
い
ま

し
た
が
、
天
候
に
左
右
さ
れ
、
年
貢
量
が
不
安
定
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
一
定
の
年
貢
量
を
納
め
さ
せ
る
定
免
法
を
採

用
す
る
こ
と
で
、
凶
作
の
場
合
を
除
き
、
旗
本
は
安
定
的
に
収

入
を
得
ら
れ
、
村
側
も
決
め
ら
れ
た
年
貢
量
を
納
め
れ
ば
、
余

剰
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
兵
農
分
離
政
策
に
よ
っ
て
、
武
士
は
城
下
町
に
住
む
こ

と
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
命
令
が
文
書
で
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
特
に
法
令
は
、
治
政
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、
旗

本
は
幕
府
の
法
令
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
法
令
を
出

す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

Ⅱ
 

知
行
所
と
お
殿
さ
ま

―
年
貢
負
担
と
法
令
―

◆「武州多摩郡小野路村反別名寄帳」

元禄11年10月７日（1698年11月９日）

小野路町・細野家

松平清親（竹谷松平家）が小野路村に知

行を受けた際の知行分となった領民と耕

作地をまとめた帳面の写しです。

◆年貢皆済目録

延宝６年８月４日（1678年９月19日）

当館「本町田・熊沢隆家文書」

年貢納入が完了したことを示す証書です。

旗本福井家から知行所に送られました。

く
ら

ま
い
と
り

ち

ぎ
ょ
う
と
り

け

み

じ
ょ
う
め
ん

へ
い

の
う
ぶ
ん

り



蔵
米
取
の
旗
本
に
対
し
、
知
行
取
へ
の
転
換
が
大
規
模
に
実
施

さ
れ
た
の
は
、
寛
永
と
元
禄
の
地
方
直
し
で
す
。
知
行
取
の
旗
本

に
と
っ
て
、
安
定
し
た
収
入
を
確
保
す
る
た
め
、
知
行
所
を
ど
の

よ
う
に
治
め
る
か
は
重
要
で
し
た
。
そ
の
た
め
旗
本
は
領
民
が
平

穏
無
事
に
暮
ら
し
、
農
業
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
産
活
動
に

安
心
し
て
従
事
で
き
る
よ
う
に
意
見
し
た
り
、
時
に
領
民
を
家
臣

に
取
り
立
て
て
、
知
行
所
支
配
の
業
務
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
市
域
で
は
、
旗
本
が
領
民
の
信
仰
や
集
い
の
場
で
あ
っ
た

寺
社
の
創
建
や
復
興
の
た
め
に
寄
付
す
る
な
ど
、
村
に
貢
献
し
た

事
例
が
多
数
み
ら
れ
ま
す
。

Ⅲ

知
行
所
に
な
っ
た
村

◆旗本須藤家知行所・森野村

明治17（1884）年６月再版

野津田町・河井家

『新編武蔵風土記稿』（内務省地理局）より。森野村は、家康の関東入部後、旧小

田原北条氏の家臣で、のちに徳川家に仕えて旗本になった須藤家の知行所となりま

した。なお、森野村は江戸時代を通じて須藤家の知行所でした。

じ

か
た
な
お



◆住吉神社

2025（令和７）年２月12日撮影

森野

寛永17（1640）年9月、須藤盛忠が願主となり創建されました。その後も、

旗本須藤家が中心となり、再建や修復がおこなわれました。

◆名主役任命

延宝９年６月８日（1681年７月22日）

当館「能ヶ谷・神蔵重熙家文書」

甚右衛門は、領主の福井家から能ヶ谷村の名主役を命ぜられ、役料

として４石余の田地を与えられました。



◆知行所代官役就任

宝永３（1713）年

野津田町・河井家

「河井家家譜下書」より。河井亦市は、正徳３年から知行所の代官役に

取り立てられました。

◆役職就任により夫金賦課

正徳２年６月15日（1712年７月18日）

野津田町・河井家

領主の多賀主税が大坂城の在番役を命ぜられた際、知行所の野津田村で

は、人夫役にかわり金11両余を多賀家に納めました。裏書には主税の

印鑑が押されています。

（裏） （表）

ちから



幕
府
の
役
職
就
任
や
交
代
、
職
務
上
の
功
績
に
よ
る
知
行
高

の
加
増
、
ま
た
不
祥
事
に
よ
る
減
石
や
改
易
、
後
継
ぎ
が
い
な

い
こ
と
に
よ
る
御
家
取
潰
し
な
ど
に
よ
り
、
領
主
が
交
代
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

知
行
所
で
は
領
主
が
替
わ
る
こ
と
で
、
年
貢
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
慣
行
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
不
安
な
気
持
ち
を
抱
く
人
び
と
も
い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
村
役
人
は
こ
う
し
た
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
奔
走
し
ま

し
た
。

ま
た
、
以
前
の
領
主
の
治
政
に
敬
意
を
払
う
意
味
を
込
め
て
、

供
養
塔
が
建
立
さ
れ
た
り
、
墓
所
の
維
持
管
理
を
続
け
た
地
域

も
あ
り
ま
し
た
。

Ⅳ

知
行
替
え
と
御
家
取
り
潰
し

◆野津田村絵図

宝永３（1706）年（推定）

野津田町・河井家

宝永２（1705）年12月、野津田村は旗本多賀家の知行所となります。この村

絵図は、新しい領主を迎えるにあたり製作されたと考えられます。



ひ
と
つ
の
村
が
複
数
の
領
主
の
知
行
所
と
な
る
こ
と
を
分
郷

と
い
い
ま
す
。
寛
永
と
元
禄
の
地
方
直
し
に
よ
っ
て
、
こ
の
度

合
い
は
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
旗
本
領
が
多
い
関
東
地

方
に
は
こ
う
し
た
村
が
多
く
、
市
域
に
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら

れ
ま
す
。

分
郷
を
命
ぜ
ら
れ
た
村
で
は
、
領
主
に
割
り
当
て
ら
れ
た
石

高
ご
と
に
耕
作
地
と
村
び
と
を
配
分
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

は
複
雑
な
作
業
で
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
村
ご
と
に
お
こ
な
っ
て
い
た
年
貢
の
割
り

当
て
や
納
入
作
業
な
ど
、
村
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
作
業
が
、
領
主
ご
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆野津田村分郷百姓高反別帳（富田家知行所分）

享保６（1721）年５月

野津田町・河井家

享保６年から翌年にかけて、野津田村は幕府領と旗本の富田家の知行所となりました。

そのため、富田家の支配を受ける百姓と耕作地をまとめた帳面を作成しています。

Ⅴ

分
け
ら
れ
る
村
―
分
郷
―

ぶ
ん
ご
う

わ
け
ご
う



◆新郷蔵完成まで年貢米の保管方法についての願書

享保９（1724）年12月

野津田町・河井家

従来使用してきた郷蔵の老朽化と分郷で領主ごとに年

貢を集める郷蔵が必要となりました。旗本山口領の領

民たちは、長らく名主役を務めていた河井家の蔵で年

貢米を一時保管するように求めました。

◆分郷前の野津田村の郷蔵

（宝永３年「野津田村絵図」より）



複
数
の
領
主
の
知
行
所
と
な
っ
た
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
共
に
生

活
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
負
担
を
分
担
し
て
き
た
村
び
と
の
あ
い
だ
に
、

共
同
体
や
村
の
慣
行
な
ど
に
関
し
て
、
微
妙
な
温
度
差
を
生
じ
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
村
と
し
て
の
枠
組
み
を
維

持
す
る
た
め
、
支
配
の
範
囲
を
超
え
た
ル
ー
ル
（
村
議
定
）
を
作

成
し
、
そ
の
遵
守
が
う
た
わ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
領
主
が
同
じ
村
が
近
隣
に
複
数
存
在
す
る
状
況
は
、

領
主
か
ら
の
命
令
伝
達
や
年
貢
な
ど
の
様
々
な
負
担
を
分
担
す
る

た
め
、
村
域
を
超
え
て
相
談
が
も
た
れ
ま
し
た
。
分
郷
は
新
た
な

村
同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
も
な
り
ま
し
た
。

Ⅵ

分
郷
後
の
村

◆名主給の融通

寛政元（1789）年10月

図師町・佐藤家（当館保管）

下図師村では、領主の田中家から同じ知行所の原町田

村名主武藤平右衛門の名主給を出すように命ぜられ、

武藤平右衛門は米２俵を受け取りました。
む
ら

ぎ
じ
ょ
う



乍
恐
口
上
書
ヲ
以
奉
願
上
候

一
、
袋
村
・
川
島
綾
部
村
拾
五
才
以
上
六
拾
才
以
下
之
者
共
御
願

申
上
候
は
、
困
窮
之
百
性
長
煩
イ
等
仕
候
節
は
、
小
村
之
内
ニ
て
是
迄

も
助
手
間
合
力
相
互
ニ
致
来
リ
候
得
共
、
手
前
々
々
も
手
廻
リ

兼
、
別
し
て
仕
附
開
作
之
時
分
抔
は
格
別
之
助
手
間
も
罷
成
リ

不
申
候
、
然
ル
時
ニ
は
格
別
之
助
リ
ニ
も
罷
成
不
申
、
依
之
先
年

有
来
リ
候
通
、
村
々
一
対
ニ
仕
度
奉
存
候
、
然
ル
上
は
少
々
宛
之

助
手
間
合
力
仕
候
て
も
大
勢
ニ
て
助
合
仕
候
ハ
ヽ
、
其
身
之

た
め
ニ
は
格
別
之
合
力
ニ
罷
成
、
御
田
地
・
荒
地
も
出
来
不
申
、
恙

仕
附
開
作
取
斉
迄
仕
候
ハ
ヽ
其
身
之
い
た
み
ニ
は
罷
成
申
間
鋪
旨

奉
存
候
、
又
は
当
所
之
儀
ハ
小
橋
等
も
多
ク
、
道
悪
敷
場
所
ニ

御
座
候
得
は
道
橋
修
覆
木
銭
難
及
難
義
仕
候
ニ
付
、
壱
人
前

壱
ヶ
月
ニ
壱
銭
宛
之
掛
ケ
講
仕
、
道
橋
修
覆
無
由
断
仕
、
往

来
之
難
義
無
之
様
ニ
仕
度
奉
存
候
、
然
ル
上
ハ
村
々
相
分
リ
罷
有
候

て
は
若
イ
者
共
之
心
も
隔
テ
前
々
も
聊
之
儀
を
六
ヶ
敷
申
立
、
御

役
所
様
御
耳
ニ
相
達
候
義
も
度
々
御
座
候
、
依
之
此
度
古
来

之
通
村
々
一
対
ニ
仕
度
奉
存
候
、
左
候
へ
ば
少
々
之
義
ハ
御
役
所
様
御
耳
ニ

相
達
候
義
も
無
御
座
様
ニ
物
毎
内
分
ニ
て
相
済
可
申
候
哉
と
奉
存
候
、
且

遺
恨
ヶ
間
鋪
儀
御
座
候
と
も
一
対
ニ
罷
成
候
上
ハ
済
方
宜
敷
正
路
ニ

取
治
リ
可
申
旨
乍
恐
奉
察
候
ニ
付
右
之
段
々
奉
願
上
候
、
尤
古
来
よ
り
有

来
リ
候
儀
御
座
候
得
共
若
イ
者
共
未
熟
ニ
て
是
迄
不
埒
ニ
罷
成
申
候
故
、
此

度
御
願
申
上
候
、
何
卒
御
聞
済
被
遊
、
先
格
之
通
リ
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ

難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
以
上

一
、
御

公
儀
御
法
度
之
趣
ハ
被
仰
付
可
被
下
候
、
急
度
相
守
リ

連
印
を
以
御
請
可
仕
候
、
前
書
ニ
申
上
候
通
リ
壱
人
前
壱
銭
之
掛
講

仕
候
ニ
付
候
て
ハ
村
々
壱
人
宛
之
世
話
人
無
御
座
候
て
ハ
取
〆
リ
悪
敷
、
又
々

不
埒
ニ
罷
成
候
間
、
村
々
世
話
役
之
儀
も
御
役
所
御
目
鏡
ニ
て
被
仰
付

被
下
候
ハ
ヽ
、
偏
ニ
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
以
上

安
永
七
年
戌

八
月

若
者
共
㊞

御
四
給

御
名
主
中
様

御
組
頭
中
様

◆従来通り、若者の耕作および

普請補助の継続

安永７（1778）年８月

野津田町・河井家

分郷以前、野津田村では、田植

えや開墾、橋や道の普請の際、

14才未満の若者による手伝いが

おこなわれていました。分郷後

もこれを継続し、若者も同意し

ています。

（
済
）

（
油
）

（
姓
）



江
戸
で
消
費
生
活
を
送
る
旗
本
の
家
計
は
、
楽
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
米
価
が
安
値
傾
向
と
な
り
、

年
貢
か
ら
の
収
入
増
は
見
込
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
旗
本
と
し

て
の
体
面
を
保
つ
た
め
、
一
定
の
支
出
は
避
け
ら
れ
ず
、
交
友
関

係
の
維
持
に
は
、
交
際
費
の
大
幅
な
削
減
も
困
難
で
し
た
。
そ
の

不
足
分
は
知
行
所
へ
先
納
金
や
御
用
金
を
課
す
な
ど
し
て
補
お
う

と
し
た
た
め
、
知
行
所
は
大
き
な
負
担
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

旗
本
家
で
は
、
家
臣
の
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
財
政
再
建
の
能

力
を
持
っ
た
家
臣
が
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
場
合
は
、

旗
本
財
政
を
立
て
直
す
た
め
、
知
行
所
か
ら
家
臣
に
取
り
立
て
ら

れ
る
者
も
い
ま
し
た
。

Ⅶ

知
行
所
と
お
殿
さ
ま
の
生
活

―
消
費
・
財
政
難
・
再
建
―

◆賄金の請取証

天保15年８月１日（1844年９月12日）

当館「相原町・青木家文書」

領主から青木勘次郎へ出された、賄金

22両の領収証です。

◆代替わりと縁談等の上納金請取

弘化２年10月29日（1845年11月29日）

当館「相原町・青木家文書」

下相原村の青木勘次郎は、領主の旗本建部家の

代替わりと縁談の御祝儀として、金1分余を上納

しました。



◆女中奉公の斡旋

（江戸時代後期）２月２日（推定）

図師町・佐藤家（当館保管）

旗本田中家の家臣柴田左文太から下図師村佐太七に送られ

た書状です。屋敷の女中が不足しているため、下図師村の

お文の妹を早急に斡旋するように求めています。

◆「井戸信八上屋鋪絵図」

幕末（推定）

東京都公文書館デジタルアーカイブ

成瀬村と小川村に知行所を持っていた旗本井戸家の屋敷は、小

川町神保小路（現千代田区）にありました。敷地内には、本家

75坪余、表長屋44坪余の家屋が建っていました。



旗
本
の
役
職
に
は
、
大
き
く
分
け
て
将
軍
直
轄
軍
を
担
う
軍
事

的
役
割
の
「
番
方
」
と
、
幕
府
の
財
政
や
行
政
な
ど
の
実
務
担
当

の
「
役
方
」
が
あ
り
ま
し
た
。
将
軍
か
ら
家
禄
を
与
え
ら
れ
て
い

る
旗
本
は
、
そ
の
御
恩
に
報
い
る
た
め
、
任
命
さ
れ
た
職
務
を
遂

行
し
て
奉
公
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

在
職
中
に
役
高
や
役
料
な
ど
の
手
当
が
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
役
を
遂
行
す
る
た
め
の
経
費
は
、
基
本
的
に
家

禄
か
ら
捻
出
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
役
就
任
に
よ
っ
て
、
さ
ら

に
財
政
の
悪
化
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

知
行
所
で
は
、
旗
本
か
ら
役
遂
行
を
理
由
に
、
御
用
金
の
賦
課

や
人
員
の
提
供
を
求
め
ら
れ
、
そ
の
負
担
は
増
加
し
ま
し
た
。

Ⅷ

知
行
所
と
お
殿
さ
ま
の
役
就
任

◆「御殿様御番入ニ付高割金取立帳」

安政３（1856）年６月

図師町・佐藤家（当館保管）

旗本田中勝元の番方（将軍警護や江戸城

警備の役職など）就任にともない、知行

所に対して、知行高に応じて出金が割り

当てられました。

割付額（銭） 備考

1 彦右衛門 668文

2 荘作 2貫338文

3 三左衛門 170文

4 又蔵 186文

5 潰れ金蔵分 46文 荘作負担

6 善右衛門 185文

7 磯右衛門 402文

8 源蔵 2貫 61文 名主

9 定五郎 1貫414文

10 六右衛門 702文

11 仲次郎 992文

12 佐次兵衛 664文

13 平右衛門 179文

14 儀左衛門 602文

15 重右衛門 1貫164文

16 彦四郎 763文

17 勘右衛門 280文

18 徳左衛門 42文 坂下

19 与平次 753文 坂下

20 六右衛門 26文 坂下

21 喜之助 137文 橋場

22 佐兵衛 164文 松下谷

23 弥右衛門 487文 西

24 五左衛門 400文 日向山

25 宇兵衛・小十郎 1貫637文 上図師

26 久米右衛門 47文 結道

27 周次郎 151文 結道

28 市郎右衛門 32文 下小山田村台

29 長兵衛 207文 根岸

30 冨蔵 76文 根岸長兵衛分家

【表】田中勝元御番入りにともなう上納金割付明細

＊「図師町・佐藤家文書」（仮）667より作成

下

図

師

馬

欠

上

図

師

他

村

居住地・納入者



◆日光社参の費用・人足負担

天保14（1843）年４月

当館「下小山田町・若林照雄家文書」

旗本柳沢主尹は、日光社参のための費用や

人足負担を知行所に課しました。

◆「浦賀御持参御書目」

天保15（1844）年（推定）

当館「図師町・佐藤家文書」

浦賀奉行所に持ち込まれた書籍リストです。

さまざまな書籍が持ち込まれましたが、特に

兵学や船舶関係の書籍が目につきます。

もりただ



領
民
は
領
主
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に
応
え
、
多
く
の
金
銭
的

・
人
的
負
担
を
負
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
領
主
は
災
害
や
凶
作

な
ど
の
際
に
支
援
を
す
る
「
御
救
」
で
応
え
る
な
ど
、
領
民
と
領

主
の
間
に
は
、
相
互
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
領
主
も
領

民
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
仁
政
を
お
こ
な
う
、
道
徳
的
責
任

を
負
っ
て
い
た
の
で
す
。

時
に
領
民
は
、
自
分
た
ち
の
生
活
を
守
る
た
め
、
ま
た
暮
ら
し

の
向
上
を
求
め
て
、
領
主
に
願
い
出
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
際
、
村
び
と
は
支
配
の
枠
を
越
え
て
協
力
し
、
複
数
の
領

主
に
働
き
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
領
主
の
上
司
や
有
力
な
商
人

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
関
係
を
利
用
し
、
目
的
の
達
成
を
目
指
し
ま
し

た
。

Ⅸ

お
殿
さ
ま
へ
の
お
願
い
―
上
申
―

◆不作のため御救願

文化11（1814）年10月

当館「高ヶ坂・市川仁家文書」

高ヶ坂村の百姓たちは、不作のため御救として

米15俵の下附を領主の旗本遠藤家へ願い出まし

た。

お
す
く
い



◆「野津田村溜井浚御普請目論見積り立帳」

文化15（1818）年３月

野津田町・河井家

福王寺溜井浚いにかかる用材や人足、費用な

どをまとめた見積書です。

◆「武州多摩郡上下図師村新開場

分間麁絵図」

安政期（1854－59）（推定）

図師町・佐藤家（当館保管）

村内の秣場と面積を記載した地図

です。そのうちの字甲塚19町余の

うち、13町余が開発されました。

まぐさ ば



ペ
リ
ー
来
航
を
き
っ
か
け
に
生
じ
た
政
治
的
混
乱
、
外
国
貿
易

の
活
発
化
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
治
安
悪
化
を
招
き
、
市
域
を

は
じ
め
多
摩
地
域
の
人
び
と
に
大
き
な
不
安
を
あ
た
え
ま
し
た
。

幕
府
は
変
貌
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、
軍
事
動
員
や

新
た
な
役
職
を
設
け
ま
す
。
そ
の
任
に
就
く
の
は
旗
本
た
ち
で
、

そ
の
結
果
、
知
行
所
の
負
担
も
増
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
知
行
所

の
治
安
維
持
に
旗
本
の
力
は
期
待
で
き
な
い
た
め
、
領
民
自
ら
地

域
を
守
ろ
う
と
す
る
動
き
も
起
こ
り
ま
し
た
。

明
治
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
領
民
と
領
主
の
関
係
は
解
消
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
両
社
の
関
係
が
絶
た
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、

元
領
主
の
生
活
を
支
援
し
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。

Ⅹ

幕
末
か
ら
明
治
へ

◆冥加金請取

安政２（1855）年１月

野津田町・河井家

具足代の一部を冥加金として献上した際の領収証です。



◆堂之坂公苑

2025（令和７）年３月14日撮影

南成瀬

この場所は、もともと成瀬村に知行所があった

井戸家の穀蔵でした。明治になり、井戸弘道の

妻子が、この場所に移り住みました。

◆「筑邸詰人足控并手当其時々渡方」

慶応４（1868）年１月

小野路町・細野家

山口家の屋敷は、筑土八幡神社周辺（現新宿区）

にありました。幕末には、知行所の小野路村から

領民が交代で屋敷に詰めたようです。
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